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令和２年度事業計画書 

 

方針 

今年度も財政立て直しを最重要課題とする。さらに、綱引競技の持つ魅力を多方面にアピ

ールし、普及啓発活動を行ない、国体公開競技参加、競技人口の拡大、特にジュニア・ユ

ース層の拡大を目指すと共に、スポンサー開拓に力を入れて行く。 

 

目標  

１．財政確立 

より多くの法人、個人に支援を要請し、 各事業の経済性や合理性の見直し、経費

の節約を適切に行ない、自主財源の確保に努める。 この際、綱引き関係者は一

丸となって、各種コンプライアンス（法令遵守）に努める。 

①公式サポーター制度による寄付金募集事業の展開 

公式サポーターの募集により、一般と法人からの支援を受けて、事業に活用する。 

同時に寄付金控除のメリットを活かし大口スポンサーの開拓につなげる。 

②購買 

競技者必携の販売・液体チョークの販売 

③各登録料の見直しの検討と納付期限厳守 

時代状況と連盟の現況を鑑み、競技者登録・審判員登録料、大会参加料、加盟分

担金の見直し理解を求めていく。 

 ④スポーツ団体ガバナンスコードを確立する。 

 

２．選手強化 

競技者必携を作成し、よりわかり易く競技が理解できるように努めて選手強化を計

って行く。 

 

３．ジュニアユース発掘・指導者育成 

日本スポーツ振興センター（以下、JSC とする）の基金助成金により、ジュニアユー

ス大会を開催し、ジュニアユース層の掘り起こしを図る。また、競技の普及を図るた

め、都道府県連の関係者に対して公認スポーツ指導者講習会等への参加を促す。 

 

４．医科学分野 

選手強化と個々のコンディショニング管理を進め、チーム強化を図る。 

 

５．アンチ・ドーピング活動 

アンチ・ドーピング機構と連携しアンチ・ドーピング検査を全日本大会を対象に行な

う。また、全日本大会を対象にアンチ・ドーピング講習会を行なう。 
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公益目的事業（公１） 綱引の普及啓蒙事業 

1．国内外競技会の開催（予定） 

7/4～5 第18回西日本綱引選手権大会(中止） 大分県別府市べっぷアリーナ 後援

8/2(延期） 2020全日本ジュニア・ユース綱引選手権大会 島津アリーナ京都 主催

8/22～23 鹿児島国体公開競技 鹿児島県・垂水中央運動公園体育館 主催

9/12～13 第24回東日本綱引選手権大会 群馬県前橋市市民体育館 後援

2021年2月28日 2021全日本綱引選手権大会 駒沢オリンピック公園体育館（未定） 主催

 

 

① 今年度は全日本ジュニア・ユース綱引選手権が京都開催の為、連盟が一体となる

とともに協力体制を強化して行く。 

② 男女混合大会 

参加チームの減少の為、今年度より全日本男女混合綱引大会は開催せず、西日

本綱引選手権大会、東日本綱引選手権大会で男女混合の部を開催し、各上位2チ

ームが 2020 全日本綱引選手権大会前日に決勝トーナメントを行ない、日本一を決

める。 

③ 新規公認審判員の認定 

新規 A 審判員育成と AA 審判員へのスキルアップを図る。 

④ 公認スポーツ指導者育成講習会 

チーム指導者、競技者等を対象に、講習会を開催、情報の共有化と綱引指導者

のネットワークを拡げていく。尚、この研修会は（公財）日本スポーツ協会の委託事

業である。 

⑤ 中央研修会の開催 

審判員、指導者、競技者を対象に競技規則の共通認識と審判技術の向上、競技

者への理解促進を図る研修会を、技術審判委員会を主体として開催する。 

⑥ AAA 審判員認定講習会及びスキルアップ研修会 

新規 AAA 審判員認定講習会の開催と AAA 審判員を対象に技術の更なる向上と

組織拡充策を練る研修会を実施する予定。 

⑦ アンチ・ドーピング教育 

2021 全日本選手権出場チームに対して、アンチ・ドーピング講習を実施する。 

⑧ 大会方式の検討 

今後の競技会の方向性として、ブロック内（都道府県）で大会の方式について検討

会を持つ。チーム代表者、公認スポーツ指導者等から意見を聞き取りを行なってい

く。 

⑨ 綱引競技ガイドブックの改定を進めると共に競技者必携本の制作し徹底を図る。 
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⑩ 広報事業 

年間を通して定期情報誌を発行し、HP をより充実させ、効率の良い情報提供を行

ない、普及啓発していく。 

⑪ 伝統文化継承活動 

日本の伝統文化の歴史と、伝統文化としての綱引という見地から、広く一般に普及

啓発活動を行なっていく。（講演会等の開催・歴史本の発行） 

 

 

【予定】 

8月 公認スポーツ指導者専門講習会Ⅰ

9月 中央研修会

10月 公認スポーツ指導者専門講習会Ⅱ

12月 公認スポーツ指導者専門講習会Ⅲ

2月 アンチ・ドーピング講習会

国立オリンピック記念青少年総合センター

駒沢オリンピック公園体育館

（会場未定）

(会場未定）

国立オリンピック記念青少年総合センター

 

 

                                                    以 上 


